
日本木材青壮年団体連合�

主催：日本木材青壮年団体連合会�
後援：林野庁、ú日本住宅・木材技術センター、õ全国木材組合連合会、日本木材防腐工業組合�

■趣旨………………………………………………………………………………………………………………………�
日本の気候風土に育まれてきた木の文化、特に木造建築物においては、人類の課題でもある地球温暖化抑制、二酸化炭素削減対策の

一役を担っています。森林の計画的な伐採や間伐は山を元気にして森林を活性化していき、木材の有効利用によって自然と共存共栄し

ていける循環型の社会を構築しています。近年においては、木造建築物の長期寿命化、ハイテク化の開発が盛んになり木造建築物があら

ゆる方面で見直されつつあります。�

木材活用コンクールでは、5つの部門において木の良さをアピールでき木材の普及に貢献している作品を広く募集いたします。応募

されました作品を通して一般の方々にも木の良さを感じていただき、木の文化、木造建築の伝承そして新しい工法、活用方法などを発信

していくことを目的としています。�

詳しくは、日本木材青壮年団体連合会ホームページ「モクセイネット」 http://www.mokusei.net
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お問い合わせ・詳細につきましては… �
〒３１０－０８５１　茨城県水戸市千波町1884　㈱ミトモク内�

日本木材青壮年団体連合会　木材活用委員会事務局　�

㈲大貫銘木　大貫隆司宛�

Tel：029（244）1631  Fax：029（244）1633�

携帯：090－3348－8579　�

Eメール：marukan310@ybb.ne.jp�

又は、日本木材青壮年団体連合会 事務局�

Tel 03（5620）4806  Fax 03（5620）4809

■募集部門………………………………………………………………………�
第1部門　木造建築・構造物 第4部門　インテリア・家具�
第2部門　一般住宅 　　　　　（内装リフォームを含む）�
第3部門　エクステリア（公園施設等） 第5部門　新しい木材加工技術�

■審査基準……………………………………………………………………… �
応募される資料を対象に、下記の項目を考慮して判定します。�
●建築物の木造化に波及効果があるもの。 ●木材の加工技術の開発に貢献するもの。�
●木の良さが活かされているもの。 ●木材の新しい用途を見出したもの。�
●間伐材、小径木等の有効な使途を開発したもの。�

募集締切り：平成21年1月31日　必着�
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